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	平成27年度指定　第5年次�岩手県立盛岡第一高等学校
	スライド番号 2
	研究開発・実践や高大接続について(事例)�・教育課程表や時間割上の工夫�→本校では教育課程を変更することなく総合的な学習の時間でＳＧ課題研究として実施。�　既存の科目の弾力的運用で課題研究をサポート！��「コミュニケーション英語Ⅰ」を「グローバルコミュニケーション英語Ⅰ」�　中学校で獲得した英語の基礎知識と高等学校で新たに学ぶ文法表現等を四つの領域にまたがった言語活動において活用することに力点を置いた指導法の開発。グローバル課題を英語で学習するCLIL的なプログラムを実践。��「現代社会」を「グローバル現代社会」�　・課題研究型の学習の教材開発とその指導法の充実�　・「ＳＧ課題研究Ⅰ」と連携し，「現代社会」の学習内容を深化させて政策とし�　　てまとめる学習活動を実践。
	・各教科の授業においてSGHがどのように意識されているか（授業実践例）�
	・課題研究の指導の工夫(「総合的な学習の時間」の取り組み）��（１）SG課題研究Ⅰ（１学年）�　３年間にわたり展開するSG課題研究の導入に当たる本取組では、とりわけ「課題の発見」を重視し、本校が所在する岩手県というローカルな視座からグローバル課題を俯瞰し、それに関わる社会人と交わることを通じ、課題発見から調査、そして解決策の策定及びプレゼンテーションという一連の探究のメソッドを習得することを目的としている。　�　�����
	（２）SG課題研究Ⅱ（２年生）����ア）SG課題研究Ⅰとの接続�　 １年次では地方創生をテーマとしていたため、その成果とグローバル課題との間をいかに架橋していくかという点が新たな課題となる。� �イ）アクションの重視�　 SG課題研究Ⅰのまとめとして案出したアクションプランを実行に移し、その結果を検証するところから新たな探究を導き出す。��ウ）更なる主体性の引き出し�　　「フリーライダー」問題のように、なかなか前のめりになれず、受動的・消極的な取組に終始してしまう者をなくす試み。�　　グループを必要に応じて再構成し、同じ志を持つ者同士で存分に活動ができるような土壌を用意。�
	SG課題研究Ⅱの具体的研究例�
	（３）SG課題研究Ⅲ�　１年生を対象とするSG課題研究Iでは研究の基礎的方法を学び、２年生を対象とするSG課題研究IIでは、その成果を活用し、外部指導者と密に連携しつつ本格的な学術研究に挑む。�　３年生で取り組むSG課題研究IIIは、２年間の研究成果を英語でまとめ、相互にプレゼンテーションし合うことで、国際的な発信力を涵養しうるという仮説の下で�行われる、３年間にわたるSG課題�研究の集大成となる取組である。
	スライド番号 9
	今年度の実践で重視したこと�①一層のグローバル化�　調査項目２・３・７・９でポイントがいずれも向上�　７について、現状は決して好ましい数字とはいえない。特に今年度から提携を開始した台湾の大学や高級中学とすべての班がフランクに照会・連携できるような関係の構築が課題。��②アクションの重視�　調査項目１・５でポイントがいずれも向上�　ＳＧ課題研究Ⅱの取組が、多くの生徒たちの社会との関わりの端緒となったことは明白であり、かつ前年度以上に多くの生徒がそれを好意的に受け止めている。�
	・海外研修について���ボストンから台湾へ�生徒個々の課題研究の深化と持続可能な交流�　生徒個々が取り組む課題研究と連動した海外における現地調査等を重視するため、日本と同様のグローバル課題を多く抱えるアジア圏の台湾に研修先を変更�　現地におけるフィールドワークや現地高校生との共通のグローバル課題を通じたディスカッション等により、主体的、対話的で深い学びが可能�
	慈済大学附属高級中学での学校案内プレゼンテーション　　　　　台北市内での街頭インタビュー�����������������主な研修先�　東華大学、慈済大学附属高級中学（花蓮市）�　政治大学、政治大学附属高級中学（台北市）����
	・特徴的な取組等��������
	・管理機関としての取組について� 支援の取組�(ア)　現在のSGH指定校に対する支援の取組（主な例）�　  　・SGH関連事業の連絡調整�　　   ・訪問しての指導助言・相談�　　　・各種発表会・研修会等における指導助言�　　　・県教委主催グローバル人材育成事業（英語キャンプ等）へのSGH事業成果の還元�　　　・運営指導委員会に係る委員委嘱及び情報共有��(イ)　指定終了後の支援の取組（予定）�　    ・SGH研究分野の成果普及に係る連絡調整・指導助言�        ・県主催グローバル人材育成事業へのSGH事業成果の還元�　　  ・探究活動成果の共有機会を提供（例　探究活動成果の英語プレ�          ゼンテーション大会の開催）�
	・成果課題について��［成果］�　・地域の教育資源との結びつきを得たこと�　・盛岡市との連携、ＴＯＲＩＣ、ＩＮＳ（岩手ネットワークシステム）�［課題］�　・研究内容の充実とともに外部での発表の場も増加し現体制での維持が困難�　・指定終了後は校内組織の再構築�　・委員会や部活化等の措置を行い、予算・人員を確保� ��［成果］�　・生徒個々が取り組む課題研究と連動した海外における現地調査を実施�   ・海外の協力校との継続的な関係構築�［課題］�　 ・１、２年の課題研究と連動させる仕掛けが必要�　・台湾の協力関係校と姉妹校関係へ発展�   ・受け入れ側として、国際交流に積極的にかかわる必要性�
	��［成果］�　「総合的な探究の時間」に向け、３年間を通した探究的学習のプログラムを確立�［課題］　�　・一定以上の水準の研究を求めるには時数不足。�  ・各自が自分の時間の中で取り組む事が必要で、強い動機付けが必要。� ���［成果］�　ＳＧＵの大学への進学意識の向上�［課題］�　・ポートフォリオの様式を洗練する。�　・SG課題研究Ⅱの課題設定において、キャリアデザインの視点を常に意�　  識させる。�　・SGHの指定期間は終了する。本校が掲げた6つのテーマにしばられるこ�     となく、自分の進路研究と連動したテーマ設定をさせる必要がある。��
	・成果普及��（１）成果発表�　(ｱ)課題研究発表会（各学年）�　(ｲ)SGH・SSH校との合同発表会�　(ｳ)東北地区ＳＧＨ課題研究発表フォーラム�　(ｴ)岩手県教育研究発表会�　(ｵ)行政機関との意見交換�　(ｶ)ﾏｲﾌﾟﾛｱﾜｰﾄﾞでの発表等��（２）管理機関との連携�　　・新たな探究活動成果の共有機会を提供�　　・県主催グローバル人材育成事業へのSGH事業成果の�　　  還元�
	����事業の継統(今後)について����������　
	スライド番号 19

